
第５学年国語科学習指導案 

平成２８年１月２０日（水）５校時 

５年（男子２０名 女子２１名 計４１名） 本時 １／９ 

授業者 池谷 康史 

上田 浩稔 

 

１ 単元名  リーフレットで伝えよう ぼくたち・わたしたちの委員会活動 

教材名  「伝えよう、委員会活動」（東京書籍５年） 

 

２ 単元の目標 

○所属する委員会について自分が考えたことを伝えたいという願いをもち、それが伝わるよ 

 うにグラフや表、写真、考えたことなどを関係付けながら、効果的にリーフレットに書き 

 表そうとしている。                      （関心・意欲・態度）  

   ○自分の考えが明確になるように活動の内容や結果、活動のまとめなど、リーフレットに必

要な構成や配置の効果について考えることができる。       （Ｂ 書くこと イ） 

  ○自分の考えが伝わるように、端的に記述する部分と、取り上げて記述する部分とを区別し

て書くことができる。                     （Ｂ 書くこと ウ） 

  ○文や文章にはいろいろな構成があることについて理解し、リーフレットの構成を考えて書 

   くことができる。                         （言（１）イ（キ）） 

 

３ 単元について 

 （１）単元観 

 ①本単元で取り上げる主な指導事項 

    本単元は、小学校学習指導要領・国語の第５学年及び第６学年「Ｂ 書くこと」の指導

事項「イ 自分の考えを明確に表現するため、文章全体の構成の効果を考えること。」と

「ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり

詳しく書いたりすること。」を取り上げて指導する。 

  ②単元を貫く言語活動とその特徴 

    「Ｂ 書くこと」の言語活動例「イ 自分の課題について調べ、意見を記述した文章や

活動を報告した文章などを書いたり編集したりすること。」を具体化した、「リーフレット

で伝えよう ぼくたち・わたしたちの委員会活動」という言語活動を位置付ける。ここで

取り上げる「リーフレット」は、これまでの委員会活動を振り返り、自らの経験をもとに、

活動の目的や内容、その結果などを含めた経緯を事実として具体的かつ正確に書いたもの

である。また、活動の中で考えたことや活動を振り返っての思いも自分の言葉で表現して

いく。また、今回伝える対象は４年生である。来年度、委員会活動に参加する４年生にそ

れぞれの委員会がどのような活動をしているのか知ってもらうという明確な目的意識と

相手意識をもたせることで意欲的に取り組んでいくと考えられる。また、自らの委員会活

動の体験と文章の内容とを結び付けて書き進めていくであろう。 

    本教材では、書く力を高めるために来年度委員会活動に参加する４年生に一人ひとりが

今年度所属している委員会の魅力や意義を紹介するリーフレットを作る活動を行う。４年

生に委員会の魅力や意義を紹介することで、４年生が委員会の大切さを理解し、委員会活

動への意欲を高めることができる。また、活動の目的や内容、その結果が相手に伝わりや

すいリーフレットを作らなければならないという義務感や責任感を児童に与えることが

できるのではないかと考える。４年生に伝わりやすいリーフレットにするためには、文章

全体の構成や配置、資料の活用などに工夫が必要になり、「自分の考えを表現できるリー

フレットの構成や配置の効果について考えること」（Ｂ 書くこと イ）、「事実と感想、

意見などの違いを意識し、目的や意図に応じてこれらを簡単に書いたり、詳しく書いたり

すること」（Ｂ 書くこと ウ）の実現につながると考えられる。 

 （２）児童観   

児童は、４年６月の「みんなで新聞を作ろう」で、新聞の特徴をとらえ、お家の人や地



域の人に自分たちの学校での取り組みが伝わるように割り付けや見出しを考え、伝えたい

ことの中心を明確にしながら新聞を作る学習を行った。一番伝えたいことを明確にするこ

とはできたが、記事を書く時に事実だけになり、自分の思ったことや感じたことをうまく

表現できない児童もいた。５年６月の「新聞記事を読み比べよう」では、記事と写真との

関係に注意しながら新聞記事を読み比べ、書き手の意図を読み取る学習を行った。その結

果、書き手の意図によって写真や見出しに違いがあることは理解することができたが、書

き手の意図についてまでは読み取れない児童がいた。９月の「資料を生かして考えたこと

を書こう」では、資料から情報を読み取り、読み取った情報を活用して、文章を書いたり

資料を選択したりする学習を行った。その際、資料を読み取ることはできても、資料を自

らの表現に活用することについては苦手意識をもつ児童の姿が見られた。標準学力調査の

結果を見ると、書く領域では目標値・全国平均を上回る結果であったが、文の構成（主語・

述語・修飾語）、指示語についての理解に弱さが見られた。 

そこで、リーフレットを作る活動を通して、所属する委員会の活動の中で何を一番に伝

えたいのか、何を書けば所属する委員会の魅力や意義が伝わるのかを明確にさせたい。ま

た、読み手を意識し、資料を活用して表現する方法や書こうとする文章の種類、目的や意

図に応じて、文章全体の構成の効果を考えて書く力を身に付けさせたい。このことが、６

年の思いを伝える文章を書くことにつながると考えられる。 

（３）指導観  

本単元を進めるにあたって、委員会活動（後期）をスタートする際に、国語の学習で所

属する委員会活動のことを取り扱うことを児童に知らせる。どんな活動をしているのか、

何のためにその活動を行っているのかなど所属する委員会の役割・大切さを意識しながら

日々の活動に取り組ませていく。 

第一次では、これまでに作ったリーフレットのことや昨年度、自分たちが５年生に紹介

してもらった委員会活動のことを想起させ、「今度は自分たちの番だ！」というように本

教材への興味・関心を高め、「リーフレットで伝えよう ぼくたち・わたしたちの委員会

活動」という学習の見通しをもつ。 

第二次からは、Ａ・Ｂワンセット方式をとり、教科書に掲示されている「石川さんの活

動報告」や実際出回っているいろいろなリーフレットを使って、リーフレットの形式や特

徴、（キャッチフレーズ、活動内容、順序、配置、見出し、資料等）を理解させ、４年生

に一番伝えたいことは何か、そのためには記事をどのように割り付けし、まとめればよい

か考えさせる。Ａ・Ｂワンセット方式をとったのは、一斉指導と自力解決を連動すること

により教科書教材での学習でイメージを膨らませ、そのことを即座にリーフレット作りに

生かすことができると考えたからである。リーフレットに載せる内容は、①委員会の紹介、

②活動内容と結果、③活動のまとめ、の３つである。①については、キャッチフレーズを

付けて所属する委員会の特徴を示す。②については、所属する委員会の活動の中で、どの

活動をメインに報告するのか、なぜその活動を一番に報告したいのか自分の思いや考えを

明確にしながら活動報告を書かせる。③については、所属する委員会の仕事を実際にやっ

ている中での自分の変容や気付きを入れて、委員会の魅力や意義を４年生に伝えられる文

章に書きまとめさせる。 

第三次では、完成したリーフレットをもとに、所属する委員会活動を４年生に伝える。

伝えた後には、４年生から意見や感想などを付箋に書いてもらう。その付箋をもとに作っ

たリーフレットで、自分の思いや考えが４年生に伝わったのか振り返る。学習後も家庭学

習でのリーフレット作りを行ったり、総合的な学習の時間や社会科での情報活用・災害防

止・公害防止などの調べた内容をまとめたり他教科への広がり、つながりを意識させてい

きたい。 

 

 

 

 

 

 

※交流する前に４年生には、委員会についてのアンケートにこた

えてもらった。（現在、入ってみたい委員会はありますか？） 

交流後にも入ってみたい委員会をこたえてもらった。（ワークシ

ートあり） 



本時では、自分たちが５年生に紹介してもらった委員会活動のことを想起させ、教師が

ある委員会のことを口頭で紹介した後、教師作成のＢＡＤモデルのリーフレットを見せる。

そして、教師が紹介する委員会の活動内容や教師の一番伝えたいことが読み手に伝わるの

か考える学習を行う。リーフレットは、一番伝えたいことは何か、どこに書いてあるかが

配置によって理解できたりするため、書き手にとっても読み手にとっても構成というもの

が明確に考えやすい。なぜ伝わると思ったのか、また、なぜ伝わりにくいと思ったのか、

理由をノートに書き、それをもとに全体で交流する。その際、言語活動の質の高まりをね

らう。既習の内容（新聞作り）や身の回りの生活の中（広告、宣伝）のことなど自分なり

の根拠をもって交流させる。その中で、「○○君はこう言っていますが、●●さんはどう

思いますか。」と意図的に指名し、友だちと自分の考えを比較させる。伝わらないと思っ

たことは同じだけど、その理由が違っていたり、自分の考えを振り返るきっかけにし、子

ども同士がつながりのある意見交流を仕組む。そのことが一番伝えたいことをどのように

リーフレットに表すとよいのか、文章全体の構成の効果を考えるきっかけになり、次時の

リーフレットの形式や特徴をおさえる学習につながると考える。 

（４）研究テーマとの関連 

 主体的に児童が学ぶためには、与えられた指示に従って学習を進めるだけではなく、児 

童自身が単元を通して学ぶ目的をもち、見通しをもって言語活動を進めていく展開にして 

いく必要がある。そこで、導入では、教師が作成したＢＡＤモデルのリーフレットを提示 

し、書き手の意図が伝わりにくいのはなぜか考えることで、自分の考えを明確に表現する 

ためには、文章全体の構成を考える必要があることに気付かせ、単元のゴールイメージを 

つかませる。単元全体の学習の見通しをもたせることで目的意識をもち、４年生に分かり 

やすく伝えたいという思いをもたせて学習に取り組ませたい。児童は、所属する委員会の 

魅力や意義を伝えるためにリーフレット作りを主体的に進めていくと考えられる。 

    児童自ら主体的に活動するためには、「分かった」「できそう」「もっとやってみたい」 

という思いをもつこと、「できた」という実感、そして機を逃さない評価が重要になって 

くる。「分かった」（理解）→「やってみよう」（意欲）→「できた」（達成感）の学習の流 

    れをスムーズにするためにＡ・Ｂワンセット方式の学習は効果的である。 

     そのためには、次時の学習に関する家庭学習を出すことによって、次の日の準備をし、 

    児童のリーフレット作りに対する意欲を途切らすことがないよう取り組んでいく。また、 

    交流し合う場面では、共感できるところや違いを出し合うことで、自分が考える割り付け 

    や見出し、配置、資料で自分が所属する委員会の魅力や意義が伝わるのか考えさせるきっ 

    かけになるように仕組む。第二次の２時間目からは、構成メモを作成する。その際、本当 

    にこれで４年生に自分の伝えたいことが伝わるのか、自分の委員会活動をしっかり振り返 

    り、目的は何か、そのためにどんな活動をしているのか、どんな成果・結果があったのか 

    などを考えることで、改めて委員会の重要さに気付きながら４年生を意識してリーフレッ 

    トを作り、所属する委員会の活動内容を伝える姿が主体的に活動する児童の姿だと考える。 

 

４ 単元の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 

・これまでの経験を振り返りながら、必要な情報を整理して、分かり

やすいリーフレットを作ろうとしている。 

 

書く能力 

・自分の考えが明確になるように活動の内容や結果、活動のまとめな

ど、リーフレットに必要な構成や配置の効果について考えている。  

                             （イ） 

・自分の考えが伝わるように、端的に記述する部分と取り上げて記述

する部分とを区別して書いている。            （ウ） 

言語についての 

知識・理解・技能 

・文や文章にはいろいろな構成があることについて理解し、リーフレ

ットの構成を考えて書いている。            イ（キ） 

 

 

 



＜言語活動のモデル「学校環境委員会リーフレット」の構成メモ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜言語活動のＢＡＤモデル「学校環境委員会リーフレット」＞ 

 

【裏表紙】                 【表紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動のまとめになっておらず、感想や構成メ

モに書かれている内容が記載されていない。ま

た、写真を見ると、グリーンカーテンがメイン

になっていない。 

 活動日・活動場所・委員の名前が記載さ

れていない。また、色付けもなく、あまり

目立たない。 



【中（左）】                【中（右）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 専科として 

  １学期は４年生の「みんなで新聞を作ろう（書く）」、２年生の「お手紙（読む）」、２学期は

１年生の「かいがら（読む）」、６年生の「物語をつくろう（書く）」を中心に取り組みを進めて

きた。３学期は５年生の「伝えよう委員会活動（書く）」、３年生の「モチモチの木（読む）」と

いったように「書く」・「読む」単元のバランスを考えて単元構想を作成した。その中で感じた

ことは、「書く」「読む」どちらの単元でも目的意識をもたせ、単元のゴールを明確にすること

の重要さである。 

今回、５年生の学習の導入ではＢＡＤモデルのリーフレットを提示して学習を進める。これ

までの中村小の学習の流れであれば、ＧＯＯＤモデルを提示し、児童はそのモデルを見てゴー

ルイメージをもつといったものであった。しかし、今回、リーフレットを作成するにあたって

は、ＧＯＯＤモデルを示すと児童一人ひとりの工夫はあまり見られないのではないかと考えた。

ＢＡＤモデルであれば、「自分だったら、あそこを変えてこうしようかな。」というように、自

分なりのリーフレットのイメージを頭の中で作り出し、ＧＯＯＤモデルの真似ではない、読み

手を意識して自分で考え工夫したリーフレットを作り出すと思う。また、ＢＡＤモデルを教師

自身が作成することで、書き手の意図が伝わるリーフレットとはどのようなリーフレットか、

そのことを児童に気付かせ、リーフレット作りに生かすことができるようにするにはどのよう

な手立て・支援が必要か改めて考えるきっかけになる。 

  また、この単元の学習を通して、自分たちが作るリーフレットと世の中に出回っているリー

フレットとの違いに目を向けさせ、書き手の目的や意図に応じて文章全体の構成の効果を考え

る必要性に気付かせたい。 

  Ｔ・Ｔの在り方については、毎時間の学習の展開を通して本時の学習の流れを共通理解し、

机間指導の際、児童のかかわり合いの中で考えが広がったり深まるであろう児童の考えを拾い、

そのことをもとに意図的に指名を行い、意見交流が活発になるように仕組んでいく。 

  

 

 

 

 

 一番伝えたい活動報告１の割り付けが小

さく、文章量も一番少なくなっていて、活動

内容がよく分からない。また、写真が活動報

告と合っていない。 

 優先順位で言えば、３番目にあたる活動

報告３の割り付けが一番大きく目立って

しまっている。また、写真が活動報告と合

っていない。中（左）のはずが中（右）の

位置になっている。 



◇学習の流れ 

学習の流れ 

◇学習の流れ 

○リーレットの特徴や形式を知る。 

・委員会の紹介、活動の内容、活動のまとめなど

を記載することをおさえる。 

○リーフレット作りに必要なことをとらえる。 

・４年生に一番伝えたいことをリーフレットで伝

えるためには、どうすればよいか文章全体の構

成の効果を考える。 

・キャッチフレーズや見出し、写真やグラフなど

の効果を考えて書く。 

・内容の順序や写真の大きさ、資料の配置などの

効果を考えて書く。 

・構成メモをもとにリーフレットを作る。 

○完成したリーフレットをもとに、４年生に所属

する委員会の活動を伝える。 

・４年生に意見や感想を付箋に書いてもらい、交

流する。 

○４年生からもらった付箋をもとに学習を振り返

る。 

○学習への意欲と見通しをもつ。 

・昨年度、５年生に委員会活動を紹介してもらった

ことを想起し、リーフレットについて考える。 

・単元のねらいを確かめる。 

６ 単元構想図 

 

 

単元を貫く言語活動   

所属する委員会の活動を分かりやすくまとめ、自分の思いや考えを表現したリーフレットを 

作る。 

       ◇学習の流れ 

        

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・そういえば去年、５年生から委員会のこ

とを紹介してもらったなあ。今度は、自

分たちの番だ！ 

・この委員会に入ってもらいたいなあ。 

・先生のリーフレットを見ても、何を一番

伝えたいのか、よく分からないなあ。 

・自分が作る時は、こうしようかな。 

・この活動が私の委員会のメインだから、 

 写真やグラフを入れて詳しく書こう。 

・所属する委員会のキャッチフレーズは、

あの活動のことをもとに考えよう。も

う１つの活動は簡単に書こう。 

・この割り付けや構成で、委員会の魅力

や意義が４年生に伝わるかなあ。 

・委員会活動をして、自分が変わったな

あと思ったところや気付いたことも入

れて書くと４年生に伝わるね。ここは、

詳しく書こうかな。 

・ 

第一次 

第二次 

第二次 

第三次 

第三次  

・来年、この委員会に入ってくれるかなあ。 

・自分の思いが伝わったぞ。 

・今度、リーフレットを作る時は、このこと

に気を付けて作ってみよう。 

【児童の実態】 

 事実と感想の違いを意識して資料を活

用しながら文章を書くことに弱さが見

られる。 

単元で付けたい力 

・リーフレットの形式を理解し、文章全体の構成の効果を考える力    【Ｂ 書くこと（イ）】 

・読み手を意識して、事実と感想、意見などの記述の仕方を工夫して書く力【Ｂ 書くこと（ウ）】 

 

◇意識の流れ 



７ 指導計画及び評価計画（全８時間） 

 時 学習活動 主な評価規準 

 

第

一 

次 

 

 

１ 

 

本 

時 

 

 

・教師が作成したＢＡＤモデルのリーフレットをもと

にリーフレットについて考える。 

・単元の流れを見通す。 

1【関】「リーフレットで伝えよう 

ぼくたち・わたしたちの委 

員会活動」というめあてに 

関心をもち、これからの学 

習に意欲的に取り組もう 

としている。 

   （発言、行動観察、ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

二 

次 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

・リーフレットの形式

や特徴をつかむ。 

 

 

 

３ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

・構成メモを作る。 

2【書】４年生に所属する委員会 

の活動を伝えるためにリ 

ーフレットの特徴や形式 

を理解している。 

（ノート、発言） 

3【書】伝えたいことの中心を明 

確にして委員会の活動内 

容の選択や順序を考えて 

いる。 

      （ワークシート、発言） 

 

 4【書】表現の効果を考えて、４ 

年生の関心を喚起するよ 

うなキャッチフレーズや 

見出しをつけている。 

（ノート、発言） 

 

5【書】読み手に分かりやすいリ 

ーフレットの構成や割り 

付けを考えている。 

         （リーフレット） 

 【  【  6【書】４年生に所属する委員会 

           の活動が伝わるように、 

           簡潔に書く部分と詳しく 

           書く部分を区別してして 

           書いている。 

（リーフレット） 

6・7【言】文や文章には、いろい 

ろな構成があることに

気付き、リーフレット

の構成を考えて書いて

いる。 

               （リーフレット） 

7【書】４年生に伝わるように、 

    事実と感想などの違いを 

    意識しながら書いている。 

（リーフレット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読み手に分かりやす

いリーフレットは、

どのようなリーフレ

ットなのかを考え

る。（割り付け、キャ

ッチフレーズ、見出

し、資料等） 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読み手を意識して下

書きをする。（割り

付け、キャッチフレ

ーズ、見出し、資料

等） 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

・読み手を意識して下

書きを仕上げる。 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

・清書し、リーフレッ

トを完成させる。

（色付け、推敲等） 

 

 

第

三 

次 

 

 

８ 

 

 

・完成したリーフレットをもとに、それぞれの委員会

活動を４年生に伝える。 

【関】４先生に所属する委員会の 

活動を意欲的に伝えようと

している。  （行動観察） 

 

リーフレットの問題点を明らかにしよう。 

４年生に伝えるために、

リーフレットの特徴をつ

かもう。 

４年生に伝わるように、

とっておきのリーフレッ

トを完成させよう。 

４年生に伝わるように、

リーフレットの下書きを

仕上げよう。 

４年生に伝わるように、

リーフレットの構成や割

り付けを考えよう。 

４年生に伝えるために、

自分が一番伝えたいこと

について考えよう。 

４年生に伝えるために、

分かりやすいリーフレッ

トについて考えよう。 

それぞれの委員会活動を４年生に伝えよう。 



８ 学習の展開 

第一次 １時間目（１／８） 本時 

（１）目標 「リーフレットで伝えよう ぼくたち・わたしたちの委員会活動」というめあてに 

      関心をもち、これからの学習の見通しをもつことができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

  教師のモデルのリーフレットを見る。 

○教材名を示し、４年生の時に５年生に委員会

活動を紹介してもらったことを想起させる。 

○リーフレットの役目、効果を確認する。 

○教師が紹介する委員会の構成メモとモデル

のリーフレットが載っている資料を配布す

る。 

 

 

２ 課題を解決する。 

 

（２）リーフレットを見て気付いたこと 

   をリーフレットに書き込む。 

  ・以前、作ったリーフレットとは少し違う 

   なあ。 

  ・何を一番伝えたいのか、よく分からない 

   なあ。 

  ・一番伝えたいことにぱっと目が行かない 

   なあ。 

 

（３）全体で交流する。 

  ・一番伝えたいことは、目立つ位置にもっ 

   てきた方がいいね。 

  ・活動内容は、もっと詳しく書くといいね。 

  ・読み手のことを考えると、割り付けや配 

   置は大切だね。 

 

３ 学習の流れをつかむ。 

  ・去年、５年生にしてもらったことを今度 

   は、自分たちがするんだね。 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

・４年生に委員会のことが伝わるような分 

   かりやすいリーフレットを作るぞ。 

  ・分かりやすく書けるかな。 

  ・委員会のことをしっかり振り返ろう。 

 

 

 

※「構成メモと見比べて何か気付くことはな 

い？」「先生が紹介した委員会で一番伝えた

かったことは何？」「さっき話したリーフレ

ットの効果はある？」と尋ね、違いが気付け

るように支援する。 

○内容や書き方について自由に書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○リーフレットを作るにあたって、４年生に所 

 属する委員会のことを分かりやすく伝える

という単元のめあてを明確にする。 

 

○国語日記として、ノートに今日のめあての振

り返りを書かせる。 

☆「リーフレットで伝えよう ぼくたち・わた

したちの委員会活動」というめあてに関心を

もち、これからの学習に意欲的に取り組もう

としている。【関】（発言、行動観察、ノート） 

 

５ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

○次時は、リーフレットの形式や特徴について

学習することを知らせる。 

リーフレットの問題点を明らかにしよう。 

 

家庭学習 

  教科書Ｐ１９６・１９７の石川さん

のリーフレットには、どんなことが書

かれているのか意識して読んでくる。 

家庭学習のサイクル化 

自力解決の場 

かかわり合う授業 



（３）評価規準 

 

Ｂ 概ね満足できる状況 

 ◆「リーフレットで伝えよう ぼくたち・わたしたちの委員会活動」というめあてに関心をもち、 

  意欲的に取り組もうと考えている。 

 

 

 

 

 

Ａ 十分満足できる状況 

 ◆「リーフレットで伝えよう ぼくたち・わたしたちの委員会活動」というめあてに関心をもち、 

  これまでの経験を振り返りながら意欲的に取り組もうと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生に来年、自分が入っている○○委員会のよさ・がんばりを知ってもらって、この

委員会に入ってもらえるように委員会のことを分かりやすくリーフレットにまとめて伝え

たいです。 

 ぼくは、４年生の時、５年生から委員会の紹介をしてもらって、前期に入る委員会を決

めたので、今度は自分が４年生に来年、委員会を決める上で参考になるようなリーフレッ

トを作りたいと思います。自分が所属する委員会の仕事をしっかり振り返り、リーフレッ

トを作る時には、一番伝えたいことは詳しく書いて、グラフや写真も使って、仕事の内容

が４年生に伝わるようにしていきたいです。 

  

 
 

伝
え
よ
う
、
委
員
会
活
動 

 
 

め
あ
て 

   
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
活
動
日
、
活
動
場
所
、
委
員
の
名
前
が
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
色
が
な
い
（
目
立
た
せ
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
写
真
が
合
っ
て
い
な
い
（
写
真
の
効
果
な
し
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
配
置
が
ち
が
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
三
つ
の
活
動
の
中
で
一
番
目
立
っ
て
い
る
。（
三
番
目
） 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
写
真
が
合
っ
て
い
な
い
（
写
真
の
効
果
な
し
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
一
番
伝
え
た
い
活
動
報
告
１
が
一
番
小
さ
い
し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
章
も
短
い
。（
も
っ
と
大
き
く
、
詳
し
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
活
動
の
ま
と
め
に
な
っ
て
い
な
い
。（
感
想
だ
け
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
構
成
メ
モ
と
ち
が
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
写
真
が
お
か
し
い
。（
も
っ
と
ア
ッ
プ
で
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

【
振
り
返
り
】（ 

） 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。 

  

表
紙 

  

中
（
右
） 

  

裏
表
紙 

  

中
（
左
） 

 
学
習
の
流
れ
（
全
八
時
間
） 

モデルのリーフレットの拡大版 



第二次 １時間目（２／８） 

（１）目標 リーフレットの形式や特徴を理解し、リーフレット作りに必要なことをとらえるこ 

      とができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

○数名の国語日記を紹介し、意欲をもたせる。 

 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１）リーフレットには、どんなことが 

   載っているのか話し合う。 

  ・委員会や委員の名前が書かれているね。 

  ・写真や挿絵があるね。 

  ・活動報告や感想が書かれているね。 

 

（２）リーフレットを読み、石川さんが 

   一番伝えたいことは何か考える。 

  ・どれが一番伝えたいことなのかな。 

  ・活動報告１だと思うな。 

  ・活動報告３だと思う。 

  ・活動のまとめだと思うな。 

 

（３）ペア・全体で交流する。 

  ・活動報告１だと思うな。だって、割り付 

   けも広いし、グラフがあって分かりやす 

   いし、最初に書かれているから。 

  ・活動報告３だと思うな。だって、写真が 

   あって分かりやすいから。 

  ・活動のまとめだと思うな。だって、石川 

   さんの気持ちが書かれているから。 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・一番伝えたいことは、一番長く書いて、 

   目立つようにすればいいね。 

  ・その他のことは、簡潔にまとめて書くと 

   いいね。 

  ・割り付けを考えないといけないね。 

 

○教科書Ｐ１９６・１９７の石川さんのリーフ

レットの拡大版を提示する。 

○活動日、活動場所、委員の名前、活動内容、

見出し、グラフ、写真などが載っていること

を確認する。 

 

○一番伝えたいことをどのように書かけばい

いのか考えさせる。 

※４年の新聞の学習を想起させたり、どれが一

番目立っているのかなどを尋ね個別に支援

する。 

 

 

○読み手の読む順序を確かめ、一番伝えたいこ

とをどこに割り振ればよいか考えさせる。ま

た、写真やグラフなどの資料の効果について

も考えさせる。 

 

 

 

 

○国語日記として、ノートに今日のめあての振

り返りを書かせる。 

☆４年生に所属する委員会の活動を伝えるた

めにリーフレットの特徴や形式を理解して

いる。       【書】（ノート、発言） 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、所属する委員会の活動で自分が一番

伝えたいことは何か考えることを伝える。 

リーフレットの特徴をつかもう。 

家庭学習 

 所属する委員会の活動で自分が一

番伝えたいことは何か、なぜそのこ

とを伝えたいのか、理由もノートに

書いてくる。 

家庭学習のサイクル化 

かかわり合う授業 

思考したくなる課題設定 

４年生に伝えるために 

自力解決の場 



第二次 ２時間目（３／８） 

（１）目標 リーフレットの特徴を意識し、伝えたいことの中心を明確にして委員会の活動内容 

      の選択や順序を決めることができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

○数名の国語日記を紹介し、意欲をもたせる。 

 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１）構成メモに書く内容を確認する。 

 

 

（２）一番伝えたいことは何か、その理 

   由も含めて構成メモを書く。 

  ・何から書けばいいのかな。 

  ・家庭学習でしてきたことを生かせるね。 

  ・○○の活動を最初にもってこよう。 

  ・この活動を一番に選んだ理由は・・・。 

 

 

（３）一番伝えたいことは何か、その理 

   由を出し合う。 

  ・一番伝えたいことが僕と一緒だ。 

  ・所属する委員会は違うけど、一番に伝え 

   たいことの理由は似ているな。 

  ・あの委員会のあの活動は、４年生に伝え 

   るべきだね。 

  ・もう一度、自分の委員会活動を振り返っ 

   ってみよう。 

 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・一番伝えたいことをリーフレットにまと 

   めて早く４年生に伝えたいな。 

  ・全体交流の中で、一番伝えたいことにつ 

   いて、しっかり振り返ることができた。 

  ・どの委員会も学校の役に立っていること 

   が改めて分かった。 

 

○「石川さんの構成メモ」を参照して、①委員

会の紹介、②活動内容と結果、③活動のまと

めの３つの内容を書くことを伝える 

※順序に迷っている児童には、一番がんばって

やっている活動は何か、みんなのためになっ

ている活動は何か尋ね個別に支援する。 

 

 

 

 

 

○一番伝えたいこと・所属する委員会が同じ児

童を意図的に指名し、なぜその活動を一番に

選んだのか理由を発表させ、リーフレットに

載せる活動内容、その時の気持ちを改めて思

い出させる。 

○話し合う時に共感できるように広げる。 

☆伝えたいことの中心を明確にして委員会の

活動内容の選択や順序を考えている。 

【書】（ワークシート、発言） 

 

○国語日記として、ノートに今日のめあての振

り返りを書かせる。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、分かりやすいリーフレットとはどん

なリーフレットなのか考えることを伝える。 

自分が一番伝えたいことについて考えよう。 

家庭学習 

 石川さんのリーフレットを読んで

どういうところが分かりやすいか

ノートにまとめてくる。 

家庭学習のサイクル化 

かかわり合う授業 

思考したくなる課題設定 

４年生に伝えるために 

自力解決の場 



第二次 ３時間目（４／８） 

（１）目標 分かりやすいリーフレットを作るためには、キャッチフレーズや見出しなどの言葉 

      を工夫すること、グラフや写真などの資料を用いることに気付くことができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

○数名の国語日記を紹介し、意欲をもたせる。 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

 

 

（１）教科書Ｐ１９６・１９７の石川さ 

   んのリーフレットには、どんなこ 

   とが書かれているか話し合う。 

  ・見出しを付けて活動内容を書き、写真や 

   挿絵を使っているね。 

  ・キャッチフレーズがあるね。 

  ・整理して委員会のことを紹介しているね。 

  ・グラフがあると、変化が分かりやすいね。 

  ・写真があると、活動の様子がよく伝わる 

   ね。また、色付けもされていて目立つね。 

  ・活動報告１が一番広く使っているね。 

 

 

（２）活動内容に見出しをつけたり、キ 

   ャッチフレーズを考える。 

  ・どうやって書けばいいのかな。 

  ・体育委員会は体を動かすから、健康につ 

   いてのキャッチフレーズにしよう。 

  ・保健委員会で劇を披露したから、見出し 

   は劇の題名にしよう。 

 

 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・○○君のキャッチフレーズ、いいね。 

  ・そういう見出しを○○さんは付けたのか。 

   分かりやすいリーフレットになりそうだ 

   ね。 

 

 

 

○家庭学習をもとに、気付いたことを自由に発

言させる。 

○報告したい順序によって、文章量に差がある

ことや割り付けが変わっていることに気付

かせる。 

○リード文や見出し、キャッチフレーズがある

ことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

○構成メモをもとにして考えさせる。 

 

※委員会でどんな活動をしているのか尋ね、活

動内容と見出しに関係があることに気付か

せる。 

☆表現の効果を考えて、４年生の関心を喚起す

るようなキャッチフレーズや見出しをつけ

ている。      【書】（ノート、発言） 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流す

る。 

 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○次時は、構成メモをもとにリーフレットの構

成や割り付けについて考えることを伝える。 

○実物のリーフレットと同じ大きさの紙を配

布する。 

分かりやすいリーフレットについて考えよう。 

家庭学習 

 書こうとする活動内容をそれぞれ 

どの面、どの位置に書くのか割り付 

けを考えて用紙に書いてくる。 

家庭学習のサイクル化 

かかわり合う授業 

思考したくなる課題設定 

４年生に伝えるために 

自力解決の場 



第二次 ４時間目（５／８） 

（１）目標 読み手が分かりやすいように、構成や割り付けを考えながらリーフレットを書くこ 

      とができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１）リーフレットの形式、特徴、分か 

   りやすいリーフレットについて確 

   認する。 

 

（２）リーフレットの下書きをする。 

  ・昨日、家で考えてきたことを生かすぞ。 

  ・一番伝えたいことは目立つここに配置し 

   よう。 

  ・表紙に委員会名を目立つように、キャッ 

   チフレーズとリード文はここにしよう。 

  ・リード文は、どんな活動をしているのか 

   を短く一文で表すと分かりやすいね。 

  ・どうやって書けばいいのかな？ 

  ・一番伝えたいことは文章量も多くし、資 

   料も使うから、割り付けは広くしよう。 

  ・キャッチフレーズや活動内容の見出しは、 

   昨日学習してあるからノートを見よう。 

  ・活動報告には、最初どんな活動をしてい 

   るのかを書くと分かりやすいね。また、 

   具体的な数字も入れるといいね。 

 

  ・友だちは、こんな風に書いているのか。 

  ・このことは、写真の方が分かりやすいか 

   もしれないよ。 

  ・○○君の書き方を参考にしよう。 

 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・４年生に伝わるように、一番伝えたいこ 

   との割り付けを考えることができたぞ。 

  ・４年生に伝わるように使う資料や配置に 

   ついて考えることができたよ。 

 

○キャッチフレーズや見出し、リード文、グラ

フや写真などの資料を入れることを確認す

る。 

 

○リーフレットの折り方（表紙・中表紙・裏表

紙）を確認した後、一番伝えたいことを先に

考えさせる。 

○表紙には、キャッチフレーズ・委員会名・リ

ード文・活動日・活動場所・委員の名前を書

くことを確認する。 

○リード文は、どんな活動をしているのかを短

く一文で表すように声をかける。 

※どのように書けばいいのか悩んでいる児童

には、石川さんのリーフレットを参考にさ

せ、表紙・中表紙・裏表紙を確認させた後、

一番伝えたいことをどこに書くのか、どれだ

け書くのか、配置・割り付けについて個別に

支援する。 

○キャッチフレーズは、あとで変更しても構わ

ないことを伝える。 

○所属する委員会が同じ児童同士で下書きを

見合い、改善する部分はないか助言し合う。 

☆読み手に分かりやすいリーフレットの構成

や割り付けを考えている。 

【書】（リーフレット） 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流す

る。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

○次時も、リーフレットの下書きに取り組むこ

とを伝える。 

○グラフの活用を考えている児童は、大体の内

容をノートにまとめてくるように伝える。 

リーフレットの構成や割り付けを考えよう。 

家庭学習 

 一番伝えたい活動報告の下書きを 

仕上げてくる。 

家庭学習のサイクル化 

思考したくなる課題設定 

４年生に伝わるように 

自力解決の場 

かかわり合う授業 



第二次 ５時間目（６／８） 

（１）目標 読み手が分かりやすいように、割り付けやキャッチフレーズ、見出しや資料のこと 

      も考えながらリーフレットを書くことができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１）リーフレットの形式、特徴、分か 

   りやすいリーフレットについて確 

   認する。 

 

 

（２）リーフレットの下書きをする。 

  ・見出しは、本文より少し大きな字で書く 

   といいね。 

  ・リード文は、どんな活動をしているのか 

   を短く一文で表すと分かりやすいね。 

・この数の変化を折れ線グラフに表すぞ。 

  ・この数の違いを棒グラフに表すぞ。 

  ・委員会名は大きく目立たせよう。 

  ・これで伝わるかなあ。 

・写真の大きさは、これぐらいが見やすい 

   かな。 

  ・一番伝えたいことを大きく目立たせよう。 

・活動のまとめには、活動してよかったこ 

   と・感じたことや考えたこと・今後の課 

   題も入れると４年生に伝わるね。 

 

 

 

 

 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・もう完成間近だ。伝えるのが楽しみだ。 

  ・４年生に伝わるように、資料（写真、グ 

   ラフ）もつけることができたぞ。 

  ・明日は色付けをしてもっと目立たせよう。 

 

○キャッチフレーズや見出し、リード文、グラ

フや写真などの資料を入れることを確認す

る。 

○表紙には、キャッチフレーズ・委員会名・リ

ード文・活動日・活動場所・委員の名前を書

くことを確認する。 

○リード文は、どんな活動をしているのかを短

く一文で表すように声をかける。 

○グラフを活用する児童には、方眼用紙を配布

し、それに記入した後、切り取ってリーフレ

ットに貼り付けさせる。 

○どれぐらいの大きさの写真が必要かサイズ

を決めるように伝える。 

※一番伝えたいことが伝わるかどうか悩んで

いる児童には、作業が速い児童や同じ委員会

に所属する児童に読んでもらい助言させ、改

善点があれば改善させる。 

☆４年生に所属する委員会の活動が伝わるよ

うに、簡単に書く部分と詳しく書く部分を区

別して書いている。 【書】（リーフレット） 

☆文や文章には、いろいろな構成があることに

気付き、リーフレットの構成を考えて書いて

いる。       【言】（リーフレット） 

 

 

○国語日記として、ノートに今日のめあての振

り返りを書かせる。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

○次時はリーフレットを完成させることを伝

える。 

○訂正・修正するところは、家で行うように伝

える。 

リーフレットの下書きを仕上げよう。 

家庭学習 

 リーフレットを読み返し、誤字・ 

脱字や読みづらい・分かりづらいと 

ころはないかチェックしてくる。 

家庭学習のサイクル化 

思考したくなる課題設定 

４年生に伝わるように 

自力解決の場 



第二次 ６時間目（７／８） 

（１）目標 読み手が分かりやすいように、事実と感想などの違いを意識しながらリーフレット 

      を書くことができる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

○数名の国語日記を紹介し、意欲をもたせる。 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１）リーフレットの形式、特徴、分か 

   りやすいリーフレットについて確 

   認する。 

 

 

（２）リーフレットを完成させる。 

  ・この言葉（数字）は一番伝えたいことの 

   中で大事だから、太い字で色も付けて目 

   立たせよう。 

  ・どこに色を付けたらいいのかな。 

  ・やった。完成したぞ！ 

  ・これなら、一番伝えたいことが何か４年 

   生に伝わるはずだ。 

  ・他の人は、どんなリーフレットを作った 

   のかな。 

 

 

 

 

（３）同じ委員会で交流する。 

  ・一番伝えたいことが私と同じだ。 

  ・僕と一番伝えたいことが違うね。 

  ・このキャッチフレーズ、いいね。 

 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・自分の納得のいくリーフレットができた。 

  ・４年生を意識して作ることができた。 

  ・他の委員会の人のリーフレットも読んで 

   みたい。 

  ・早く４年生に伝えたいな。 

 

○キャッチフレーズや見出し、リード文、グラ

フや写真などの資料を入れることを確認す

る。また、表紙には、キャッチフレーズ・委

員会名・リード文・活動日・活動場所・委員

の名前を書くことを確認する。 

○一番伝えたいところは、一番目立ち、文章量

も他より多く、詳しく書かれていることを確

認する。 

 

※一番伝えたいことは何か尋ね、それに関わる 

 言葉や数字を大きくしたり色を変えてみた

りするように支援する。 

☆４年生に伝わるように、事実と感想などの違

いを意識しながら書いている。 

【書】（リーフレット） 

☆文や文章には、いろいろな構成があることに

気   気付き、リーフレットの構成を考えて書い   

いて  ている。      【言】（リーフレット） 

 

○所属する委員会が同じ児童同士でリーフレ

ットを読み合い、活動の内容や結果が伝わる

ように書けているか確かめ合わせる。また、

よいところを見つけて感想を伝え合わせる。 

 

○今日学習したことをもとに、感想を交流す

る。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

○次時は、完成したリーフレットをもとにそれ

ぞれの委員会活動を４年生に伝えることを伝

える。 

 

 

 

 

とっておきのリーフレットを完成させよう。 

家庭学習 

 ４年生に伝わるように、完成したリー 

フレットを使って活動報告の練習をして 

くる。 

家庭学習のサイクル化 

かかわり合う授業 

思考したくなる課題設定 

４年生に伝わるように 

自力解決の場 



第三次 １時間目（８／８） 

（１）目標 完成したリーフレットをもとに、所属する委員会のことを４年生に伝えることがで 

      きる。 

（２）展開 

主な学習活動と予想される児童の反応 
指導上の留意点（○） 

評価（☆）支援（※） 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

○単元のゴールイメージを共有し、本時へ向け

て目的意識をもたせる。 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１）交流の見通しをもつ。 

  ・私のリーフレットを読んで、４年生はど 

   う思うのかな。 

  ・４年生に一番伝えたいことが伝わるかな。 

 

 

（２）４年生と交流する。 

  ・○○委員会の活動内容が詳しく知れた。 

  ・あの委員会は、そんな活動もしていたの 

   か。 

  ・あのリーフレット、見やすいな。 

  ・あのキャッチフレーズ、さすが５年生だ 

   な。 

  ・○○さんは、委員会の中であのことを一 

   番伝えたかったのか。 

  ・来年、あの委員会に入ろうかな。 

  ・来年は、自分たちが紹介する番だな。 

 

３ 今日の学習を振り返る。 

  ・分かりやすい報告にするために、一番伝 

   えたいことや必要な資料を考えてリーフ 

   レットを作ることができた。 

  ・更に良くするために、今度作る時は図表 

   を入れて変化が一目で分かるようにした 

   い。そのために、日々意識して委員会の 

   活動に取り組んでいきたい。 

  ・別のリーフレットも作ってみたいな。 

 

 

○交流の仕方を説明する。 

 

 

 

 

 

○４年生には紹介してくれたことに対して、感

想や分かったことなどを返していくことを

意識させる。 

○５年生には、４年生からの感想をもとに本時

の最後に学習の振り返りをすることを伝え

る。 

 

 

 

☆４年生に所属する委員会の活動を意欲的に

伝えようとしている。  【関】（行動観察） 

 

○国語日記としてリーフレット作りの学習の

振り返りをする。また、更に良くするために、

どうしたらよいかも考えさせる。 

 

４ 次時の学習について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今回付けた力の上に更に積み重ねていくこ

とを確認し合う。 

○作成したリーフレットは、しばらく４年生の

ホールに展示しておき、委員会を決める時の

参考にしてもらうことを伝える。 

 

それぞれの委員会活動を４年生に伝えよう。 

家庭学習 

 作成したリーフレットを家に持っ 

て帰り、リーフレットをもとにお家 

人に所属する委員会を紹介してくる。 

家庭学習のサイクル化 

かかわり合う授業 

思考したくなる課題設定 


